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ご注意 
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本ソフトウェアおよびマニュアルを運用した結果の影響については、弊社では一切責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。 

本ソフトウェアおよびマニュアルに記載されている事柄は将来予告なしに変更することがあります。  

 

Microsoft Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。また、Windows は
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はじめに 

本書は、SCSK Minori ソリューションズ株式会社が提供する電子メール誤送信防止サービス

「PlayBackMail Online」を、Google Workspace より利用するための手順について説明したものです。 

本ドキュメントの対象 

本書の対象読者は、Google Workspace および PlayBackMail Online を利用した電子メール送信システム

の管理者となります。 
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1. 事前準備 

本書に基づく設定を行うにあたり、以下のものを予めご用意、実施してください。 

 ご用意いただくもの 内容 

1.  
PlayBackMail Online 開通通知書 

もしくは、 

PlayBackMail Online トライアル開通通

知書 

SCSK Minori ソリューションズより提供

された、PlayBackMail Online への接続情

報が記載されています。 

 

2.  
PlayBackMail Online の基本的な設定 PlayBackMail Online の誤送信防止機能

をご利用いただく場合は、PlayBackMail 

Online 上に送信者メールアドレスをアカウ

ントとして登録する必要があります。 

PlayBackMail Online へのアカウント登録

未実施のまま Google Workspace 側の設定

を行った場合、PlayBackMail Online の一

切の機能を利用せずに宛先ホストへそのま

ま転送されます。この際 PlayBackMail 

Online 上の配送ログにも情報は残りませ

ん。別紙「PlayBackMail Online / プレイ

バックメール オンライン基本設定手順書」

をご参照いただき、アカウントの登録を実

施してください。 

3.  
DNS への SPF レコード登録 本書の手順を実施する前に必ず、

PlayBackMail Online 開通通知書内、 

「SPF へ登録するホスト情報」記載の IP

アドレスをご利用の DNS へ SPF レコード

として追記して下さい。 

本設定が行われていない場合、一部のメ

ールが不達になる可能性があります。 
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2. 構成 

PlayBackMail Online と Google Workspace の連携時における構成イメージは以下のとおりです。 

 

 

 

PlayBackMail Online と Google Workspace の連携構成イメージ 

 

Google Workspace のルーティング機能を利用し、外部ドメイン宛ての電子メールを PlayBackMail 

Online のホストへ転送します。Google Workspace では、一部のアカウントからの送信メールのみを

PlayBackMail Online へ転送することも可能です。 

 

以降の手順にて PlayBackMail Online との連携設定を実施してください。すべての Google Workspace

アカウントについて、外部宛てメールの PlayBackMail Online 連携を行う場合は「3. すべてのアカウント

を PlayBackMail に連携する」を、一部のアカウントのみ PlayBackMail Online を利用する場合は「4. 一

部のアカウントを PlayBackMail に連携する」の手順をご参照ください。 

 

「補足」 

本書の更新履歴 1.8 以前の手順では、「送信ゲートウェイ」機能によりメールを PlayBackMail Online へ

転送しておりましたが、更新履歴 2.0 以降は、転送処理を、「転送」機能による方法へ変更しております。 

「転送」機能を利用することにより、あらかじめ指定した一部の差出人からのメールのみを PlayBackMail 

Online へ転送するなど、差出人による個別の制御が可能となります。 
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3. すべてのアカウントを PlayBackMail に連携する 

 

Google Workspace のルーティング機能を利用して、すべてのアカウントを PlayBackMail に連携しま

す。すべてのアカウントを PlayBackMail に連携する場合、本章の後の 「4.一部のアカウントを

PlayBackMail に連携する」の手順を実施する必要はございません。 

なお、既に送信ゲートウェイ機能を利用してメールを連携している方は、本章の 18~20 の作業を実施

し、既存の送信ゲートウェイ設定を削除する必要があります。 

 

 画面 作業 

1.  

 

Google Workspace アカウントのサイン

イン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

  

https://accounts.google.com/
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2.   

 

Google Workspace アカウントのトップ

画面右上の「 」をクリックし、「管

理」のボタンをクリックします。 

3.  

 

管理コンソールへ移動し、下に下がっ

て「アプリ」を選択します。 

4.  

 

「Google Workspace」を選択します。 

5.  

 

「Gmail」を選択します。 

 

6.  

 

「ホスト」 を選択します。 
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7.  

 

「ルートを追加」を選択します。 

8.  

 

【メールのルートを追加】 の設定画面

が出力されます。ルートの名前を入力し

ます。playbackmail.com と入力してくだ

さい。【1.メールサーバーを指定】の 「単

一のホスト」 を選択し、ホスト名

（**.playbackmail.com）を入力してくだ

さい。(開通通知書に記載がございます) 

ポート番号は 25 番を入力してくださ

い。(開通通知書に記載がございます) 

 

【2.オプション】 の 「セキュアなトラ

ンスポート(TLS)を使用する」 にチェッ

クを入れてください。また、「CA 署名済

み証明書を使用する」 はチェックを外し

てください。 

9.  

 

「保存」のボタンをクリックします。 

ここまでで転送ルールの追加設定は完

了となります。 

 

10.  

 

「ホスト」の画面左上の「Gmail の設

定」をクリックします。 
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11.  

 

「ルーティング」を選択します。 

12.  

 
 

 
 

 

 

左画面に表示されている組織の内、設

定対象の組織を選択し、右画面の【ルー

ティング】までスクロールし、「設定」 

をクリックします。 

既に設定されている場合は、「編集」 

または 「別のルールを追加」 をクリッ

クします。 

 

 

既に設定されている場合 
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13.  

 

【設定を追加】 の画面が表示された

ら、設定を簡単に識別できるように、一

意の名前を入力します。 

ここでは「PBMO 内部-外部転送」と入

力します。 

 

14.  

 

【1.影響を受けるメール】の「送信」 

にチェックを入れます。 
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15.  

 
 

【2.上記の種類のメッセージに対し、次

の処理を行う】のドロップダウンリスト

の「メッセージを変更」 を選択してくだ

さい。 

16.  

 
 

【ルート】の「ルートを変更」のチェ

ックボックスにチェックを入れ、転送ル

ールの追加で作成したルートを選択しま

す。今回の場合、さきほど作成した

「playbackmail.com」を選択します。 
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17.  

 

 

画面を下までスクロールし右下の 「保

存」 のボタンをクリックしてください。 

「ルーティング設定が更新されまし

た」と表示されます。 

 

以上で転送の設定が完了しました。 

「注意」 

既に送信ゲートウェイが作成されている場合、18~20 の作業を実施し、送信ゲートウェイ

を削除する必要があります。送信ゲートウェイを作成していない場合は、20~22 の作業は必

要ありません。 

18.  

 

Google 管理コンソール にログイン

し、 

管理コンソールのダッシュボードから 

「アプリ」 → 「Google Workspace」 → 

「Gmail」 → 「ルーティング」 にアクセ

スします。 

※上記の作業を繰り返してください。 

19.  

 

「ルーティング」-「送信ゲートウェ

イ」に記載されている内容を削除しま

す。   

20.  

 

画面右下の 「保存」のボタンをクリッ

クしてください。以上で送信ゲートウェ

イの削除が完了しました。 

 

「保存」のボタンをクリックします。 

  

 以上で、全ての Google Workspace アカウントからの外部宛て送信メールが、PlayBackMail Online

へ転送されるようになりました。 これらの設定がすべてのユーザーに反映されるまでに最大 1 時間程度

かかることがあります。送信テストは設定後しばらく時間をおいてから実施してください。 
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4. 一部の組織を PlayBackMail に連携する 

3 章 「すべての送信者を PlayBackMail に連携する」は、すべての送信者を PlayBackMail に連携する

手順となります。これに対し本章では、一部の組織にルールを適用する手順を説明します。 

 

 

 画面 作業 

1.  

 

Google Workspace アカウントのサイ

ンイン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 

Google Workspace アカウントのトップ

画面右上の四角のマークをクリックし、

「管理」のボタンをクリックします。 

3.  

 
 

管理コンソールへ移動し、画面上部

「Admin」の左のボタンをクリックしま

す。 

https://accounts.google.com/
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4.  

 

メニューが表示されます。 

「ディレクトリ」をクリックするとメ

ニューが下に開き「組織部門」をクリッ

クします。 

5.  

 
 

組織部門の情報が表示されます。 

青い文字の「組織部門の作成」をクリ

ックします。 

6.  

 
 

 

【新しい組織部門を作成】の画面が表

示されます。「組織部門の名前」、「説

明」の項目を入力し、「作成」のボタン

をクリックしてください。 

7.  

 
 

「子組織」が作成されました。 
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8.  

 
 

管理コンソールへ移動し、「アプリ」

を選択します。 

9.  

 

「Google Workspace」を選択します。 

10.   

 
 

「Gmail」を選択します。 

 



 

14 

11.  

 

「ルーティング」を選択します。 

 

 

12.   

 

左画面に表示されている組織の内、設

定対象の組織を選択し、右画面の【ルー

ティング】までスクロールし、「設定」 

をクリックします。 

すでに設定されている場合は、「編

集」 または 「他にも追加」 をクリッ

クします。 

13.  

 

「設定を追加」 の画面が表示された

ら、設定を簡単に識別できるように、一

意の名前を入力します。 

ここでは「PBMO 内部-外部転送」と

入力します。 
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14.  

 

【1.影響を受けるメール】の「送信」 

にチェックを入れます。 

15.  

 

【2.上記の種類のメッセージに対し、

次の処理を行う】のドロップダウンリス

トの「メッセージを変更」 を選択して

ください。 
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16.  

 

【ルート】の「ルートを変更」のチェ

ックボックスにチェックを入れ、転送ル

ールの追加で作成したルートを選択しま

す。 

 

※転送ルールが無い場合は、「3.すべての

アカウントを PlayBackMail に連携す

る」をご確認の上追加してください。 

 

 

 

 

 

 

17.  

 

 

画面右下の 「保存」のボタンをクリ

ックしてください。 

 

「ルーティング設定が更新されまし

た」と表示されます。 

 

以上で転送の設定が完了しました。 

18.  

 

管理コンソールへ戻り、「Admin」の

メニューをクリックします。 

メニューが表示され、「ディレクト

リ」をクリックします。その次に「ユー

ザー」をクリックしてください。 



 

17 

19.  

 
 

ユーザーの設定が表示されます。 

PlayBackMail を利用するユーザーのチェ

ックボックスにチェックをいれます。 

20.  

 
 

「その他のオプション」をクリックしま

す。 

 

21.  

 
 

「組織部門を変更」をクリックします。 

 

22.  

 
 

組織部門を変更画面が出力されます。 

先ほど作成した PlayBackMail を選択

し、「続行」のボタンをクリックしてくださ

い。 

 

 

以上で、ルールにて設定した特定の組織の外部宛て送信メールのみが、PlayBackMail Online へ転送

されるようになりました。変更が反映されるまでに最大 1 時間程度かかる場合があります。送信テスト

は設定後しばらく時間をおいてから実施してください。 
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5. 一部の送信者や宛先を PlayBackMail に連携する 

3 章 「すべての送信者を PlayBackMail に連携する」は、すべての送信者を PlayBackMail に連携する

手順となります。これに対し本章では、一部の送信者もしくは宛先にルールを適用する手順を説明します。 

 画面 作業 

1.   

 

Google Workspace アカウントのサイ

ンイン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 
 

 

Google Workspace アカウントのトッ

プ画面右上の「 」をクリックし、

「管理」のボタンをクリックします。 

https://accounts.google.com/
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3.  

 

管理コンソールへ移動し、「アプリ」

を選択します。 

4.  

 

「Google Workspace」を選択します。 

5.  

 
 

「Gmail」を選択します。 
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6.  

 

「ルーティング」を選択します。 

 

 

7.   

 
 

 
 

 

左画面に表示されている組織の内、設

定対象の組織を選択し、右画面の【ルー

ティング】までスクロールし、「設定」 

をクリックします。 

 

既に設定されている場合は、「編集」 

または 「別のルールを追加」 をクリッ

クします。 

8.  

 

【設定を追加】 の画面が表示されたら、設

定を簡単に識別できるように、一意の名前を入

力します。 

ここでは「PBMO内部-外部転送」と入力し

ます。 

既に設定されている場合 
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9.  

 

【1.影響を受けるメール】の「送信」 

にチェックを入れます。 
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一部「送信者」に転送ルールを適用する場合は下記、手順 10. 11. 12.を参照してください。 

10.  

 

「オプションを表示」をクリックし、

オプションを表示させてください。 

 

11.  

 

一部の送信者にルールを適用する場合

はオプションを表示させた状態で 

【C.エンベロープフィルタ】の「特定

のエンベロープ送信者のみ適用する」に

チェックを入れてください。 

 

チェックを入れましたら、ドロップダ

ウンリストが表示されます。1 個のメー

ルアドレスのみを適用する場合はドロッ

プダウンリストで「1 個のメールアドレ

ス」を選択し、「メールアドレス」に対

象の送信者メールアドレスを入力してく

ださい。 
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12.  

 

複数の送信者にルールを適用する場合

にはドロップダウンリストより「パター

ン一致」を選択してください。 

 

正規表現は以下のように入力します。 

複数アドレスを入力する際はパイプ区

切りで以下のように入力してください。 

^(?i)(user1@sender.address|u

ser2@sender.address|user3@se

nder.address)$ 

「^」は、新しい行の先頭を表しま

す。 

「(?i)」は、大文字と小文字が区別さ

れないことを表します。 

「$」は、行の末尾を表します。 

入力したテキストボックスの下部で正

規表現の動作確認を行うことが可能で

す。 

正規表現については以下の URL をご参

照ください。 

 

正規表現を使用する際のガイドライン 

https://support.google.com/a/answer/1

346938 

 

https://support.google.com/a/answer/1346938
https://support.google.com/a/answer/1346938
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一部「宛先」に転送ルールを適用する場合は下記、手順 13. 14. 15.を参照してください。 

13.  

 

「オプションを表示」をクリックし、

オプションを表示させてください。 

 

14.  

 

一部の宛先にルールを適用する場合に

はオプションを表示させ、「特定のエン

ベロープ受信者のみ適用する」にチェッ

クを入れてください。 

 

チェックを入れるメニューが表示され

ます。1 個のメールアドレスのみを適用

する場合はドロップダウンリストで「1

個のメールアドレス」を選択し、「メー

ルアドレス」に対象の宛先を入力してく

ださい。 
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15.  

 

複数の宛先にルールを適用する場合に

はドロップダウンリストより「パターン

一致」を選択してください。 

 

正規表現は以下のように入力します。 

複数アドレスを入力する際はパイプ区

切りで以下のように入力してください。 

 

^(?i)(user1@reciever.address

|user2@ reciever.address|use

r3@reciever.address)$ 

「^」は、新しい行の先頭を表しま

す。 

「(?i)」は、大文字と小文字が区別さ

れないことを表します。 

「$」は、行の末尾を表します。 

 

入力したテキストボックスの下部で正

規表現の動作確認を行うことが可能で

す。 

正規表現については以下の URL をご

参照ください。 

 

正規表現を使用する際のガイドライン 

https://support.google.com/a/answer/1

346938 

 

https://support.google.com/a/answer/1346938
https://support.google.com/a/answer/1346938
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16.  

 

「2. 上記の種類のメッセージに対して

は、次の処理を行います」 のドロップ

ダウンリストの「メッセージを変更」 

を選択してください。 

17.  

 

【ルート】の「ルートを変更」のチェ

ックボックスにチェックを入れ、転送ル

ールの追加で作成したルートを選択しま

す。 

最後に、「設定を追加」のボタンをク

リックします。 

 

以上でルーティングの設定が完了しま

した。 
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18.  

 

画面右下の 「保存」のボタンをクリ

ックしてください。 

 

以上で転送の設定が完了しました。 

 

以上で、ルールにて設定した特定のアドレスからの外部宛て送信メールのみが、PlayBackMail 

Online へ転送されるようになりました。変更が反映されるまでに最大 1 時間程度かかる場合がありま

す。送信テストは設定後しばらく時間をおいてから実施してください。 
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6. PlayBackMail Online にユーザー登録する 

PlayBackMail Online を使用するユーザーのユーザー登録を行います。 

 

  
 画面 作業 

1.   

 

 

 

 

 

 

  

１.PlayBackMail Online 管理画

面用の URL を入力します。 

（https://<開通通知書に記載

>.playbakmail.com/webPrj/adminl

ogin） 

２.メールアドレスに「管理者用メ

ールアドレス」を入力します。 

 

３.パスワードに「管理者パスワー

ド」を入力します。 

 

４.「ログイン」のボタンを押しま

す。 

 

2.   

 
 

管理画面メニューバーの「ユー

ザー管理」タブをクリックしま

す。 
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3.  

 

【ユーザー管理】の画面の「ユ

ーザー追加」のボタンをクリック

します。 

4.   

 

【ユーザー追加】の画面が表示

されます。 

１．「メールアドレス」は、

PlayBackMail Online に登録する

メールアドレスを入力します。 

 

２．「パスワード」は、

PlayBackMail Online にログイン

するための初期パスワードを設定

します。 

 

３.「表示名」は、表示する名称を

入力します。 

 

４.「管理者」として登録は、ユー

ザーに与える権限を選択します。 

 

５.「グループ指定」は、予め作成

しておいたグループを選択しま

す。 

 

5.  

 
 

「追加」のボタンをクリックし

ます。 
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6.  

 

「ユーザー（登録したメールア

ドレス）を追加しました。」と表示

されましたらユーザー登録が完了

しました。 

 

「閉じる」のボタンをクリック

して、「ユーザー追加」画面を閉

じます。 
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7.  送信テスト 

Google Workspace より試験メール送信を行い、外部向けメールが PlayBackMail Online を経由して送信

されていることを確認します。 

 画面、作業 

1.  
 

 

PlayBackMail Online へのルーティング設定を行った Google Workspace アカウントから外

部アドレスに対してメールを送信します。 

2.  
 

 

送信後、PlayBackMail Online のユーザー画面へログインします。「保留中メール」の画

面に切り替えて先ほど送信したメールが保留されていれば、ルーティング設定は正しく行

われています。 

※待機中メール一覧画面でメールが確認できない場合、すでにメールが送信されている可

能性がありますので履歴表示画面をご確認ください。 
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8. 自動転送メール PlayBackMail 転送除外設定 

一般ユーザーに対して、受信メールの自動転送を許可（Google Workspace 管理パネルにログイン後、 

「アプリ」 > 「Google Workspace」 > 「Gmail の設定」 > 「エンドユーザのアクセス」 >「自動転

送」にて「別のメール アドレスへの受信メールの自動転送をユーザーに許可する。」にチェック）している

場合は、本項の手順を必ず実施してください。 

 

本項では、Google Workspace の自動転送メールを PlayBackMail Online とは別経路にて配送を行う設定

を実施する手順について説明します。 

 

（※）Google Workspace 自動転送メールの差出人メールアドレスでは以下の形式で送信されます。 

<自動転送を行っているメールアドレスのアカウント部分>+caf_=<自動転送先メールアドレスのドメイン部分>@<ご利用中のドメイ

ン>。 
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8.1. 自動転送メール専用の転送設定 

 画面 作業 

1.  

 

Google Workspace アカウントのサイ

ンイン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 
 

 

Google Workspace アカウントのトップ

画面右上の「 」をクリックし、管理

のボタンをクリックします。 

  

https://accounts.google.com/
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3.  

 
 

管理コンソールにて「アプリ」を選択

します。 

4.   

 

「Google Workspace」を選択します。 
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5.  

 
 

「Gmail」を選択します。 

 

6.  

 
 

「デフォルトのルーティング」を選択

します。 

7.   
 

 

組織の選択で、PlayBackMail ご利用中の組織を選択します。 

※「4.一部のアカウントを PlayBackMail に連携する」の手順を実施した場合、「組織」に

複数の組織が表示されます。PlayBackMail への転送を行っている組織を選択してください。 

 

「転送」既存の設定の「削除」をクリックします。 

8.  

 
 

PlayBackMail への転送を行っている組織を選択し、「ルーティング」にて「設定」をクリッ

クします。 
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9.  

 

 

 
 

 

１．「ルーティング」欄に自動転送除外

ルーティングの設定であることが分かる

ように説明文を記入します。 

２.「1.影響を受けるメール」下の「送

信」および「内部-送信」にチェックしま

す。 

３.オプションを表示させ【C.エンベロー

プ フィルタ】内の特定のエンベロープ

送信者のみ適用するにチェックを入れま

す。チェックリスト下のドロップダウン

リストでパターン一致を選択し「正規表

現」に以下の文字列を入力します。 

.*\+caf\_.*\@<利用ドメイン> 

もしくは 

.*¥+caf¥_.*¥@<利用ドメイン> 

 

例） 

.*¥+caf¥_.*¥@playbackmail.bi

z 

※末尾にスペースなどが入らないよう、ご注意

ください。 

 

４.【2.上記の種類のメッセージに対し、

次の処理を行う】内の「ルート」の「ル

ート変更」にチェックし、「通常のルー

ティング」を選択します。 

5.「保存」のボタンをクリックします。 
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10.   

 

上記にて設定した転送の「別のルールを追加」を押下します。 

11.  

 

 

 

 

 

 
 

１．【ルーティング】欄に PlayBackMail

の設定であることが分かるように説明文

を記入します。 

２．「1.影響を受けるメール」下の「送

信」のみにチェックします。 

３．【2.上記の種類のメッセージに対し、

次の処理を行う】内の「ルート」下のル

ートを変更のチェックボックスにチェッ

クを入れます。プルダウンメニューでに

追加した「PlayBackMail」を選択しま

す。 

４．「保存」のボタンを押下します。 
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12.   

 

作成したルーティングが追加されていることを確認してください。 

 

※ご注意ください 

転送のルールが複数存在する場合、作成日時が古いものから順にポリシーが適用されます。 

 

以上で、Google Workspace アカウントから自動転送メールが PlayBackMail Online へ転送されない設定

が完了しました。変更が反映されるまでに最大 1 時間程度かかる場合があります。送信テストは設定後しば

らく時間をおいてから実施してください。 
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8.2.  動作確認 

 

8.2.1. 外部アドレス向けメールの配送確認 

Google Workspace より試験メール送信を行い、外部向けメールが PlayBackMail Online を経由して送信

されていることを確認します。  

 画面、作業 

1.  
 

 

PlayBackMail Online へのルーティング設定を行った Google Workspace アカウントから外

部アドレスに対してメールを送信します。 

2.  
 

 

送信後、PlayBackMail Online のユーザー画面へログインします。「保留中メール」の画

面に切り替えて先ほど送信したメールが保留されていれば、ルーティング設定は正しく行われ

ています。 
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8.2.2. 自動転送メールの配送確認 

Google Workspace にて自動転送を行っているユーザーに対して試験メール送信を行い、自動転送メール

が PlayBackMail Online を経由せずに送信されていることを確認します。  

 画面、作業 

1.  
 

 

自動転送を行っている Google Workspace アカウントに対してメールを送信します。 
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2.  

 

自動転送先にて受信したメールを確認します。（Micorosft Office Outlook 2016 の場合） 
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3.  
 

 

受信したメールのヘッダーを確認し、playbackmail.com のサーバーを経由していないこと

を確認してください。 

経由していないことは、以下の文字列が存在しないことで確認できます。 

playbackmail.com 

上記文字列が存在しない場合、本手順は正しく設定されております。 

 

※ヘッダーの確認方法（Microsoft Office Outlook 2016 の場合） 

ファイル 

―プロパティ 

 ―インターネットヘッダー 
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4.  
 

 

万が一上記文字列が存在する場合は、以下の可能性がございます。 

①上記設定が Google サーバーに反映されていない 

→30～60 分ほどお待ちいただき再度お試しください。 

②送信ルーティングの作成順序が異なる 

→現在の設定を削除後、正規表現を用いた送信ルーティング設定の作成日時が古くなるよう、

再度設定をお願いします。 

③どちらのパターンでも解決できない場合は、製品販売店へお問い合わせください。 
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9. 情報保護モードへの対応について 

「情報保護モード」をご利用いただくことで、メールの有効期限の設定やメールへのアクセス権の取り消

しが可能になりますが、本機能を利用したメールは、PlayBackMail Online の各種機能をご利用いただけ

なくなります。情報保護モードを利用したメールを PlayBackMail Online 経由で送信すると、文字化けが

発生し正常にメール内容を閲覧することができません。このため、本機能を利用したメールとそうでないメ

ールについて、Google Workspace 側の設定にて、配送経路を変更する方法と、組織を分けて本機能を利用

する方法の 2 つ方法がございます。 

 

配送経路を変更する方法では、メール作成時に情報保護モード使用しない設定を実施した際は、

PlayBackMail Online を経由する経路で送信され、また、メール作成時に情報保護モードを使用する設定

を実施した際は、PlayBackMail Online を経由しない経路で送信されます。 

情報保護モード利用有無の判定は、Google Workspace の「コンテンツコンプライアンス機能」にて実現

します。 

現在、「ルーティング機能」の設定にて PlayBackMail Online へ転送を行っている場合は、「ルーティン

グ設定」を無効としたうえで、新たに「コンテンツコンプライアンス機能」を設定いただく必要がございま

す。 

 

組織を分けて本機能を利用する方法では、PlayBackMail Online を使用するユーザーと、 

PlayBackMail Online を使用しないユーザーを、組織を分けて設定を行います。 

情報保護モードを利用し、PlayBackMail Online を利用しない組織と情報保護モードを利用せず、

PlayBackmila Online を利用する組織の 2 種類を作成します。 

 

 

本項では、情報保護モードを利用したメールを PlayBackMail Online とは別経路にて配送を行う設定方

法を実施する手順と、組織別にて PlayBackMail Online を使用する設定手順について説明します。 
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9.1. 配送経路を変更する（転送設定の無効化） 

PlayBackMail Online との連携設定を、すでに「ルーティング機能」にて実施いただいている場合は、

「ルーティング設定」を無効としていただく必要がございます。 

 

※本設定を実施しますと、一時的にすべてのメールが PlayBackMail Online を経由せずに送信される状

態となります。本作業はメール送信のない時間帯にて実施をいただきますようお願いいたします。 

 画面 作業 

1.   

 

Google Workspace のサインイン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 
 

Google Workspace アカウントのトッ

プ画面右上の「 」をクリックし、管

理のボタンをクリックします。 

https://accounts.google.com/
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3.  

 

「アプリ」のアイコンを選択します。 

4.  

 
 

「Google Workspace」を選択します。 

5.  

 
 

「Gmail」を選択します。 

6.   

 

「ルーティング」を選択します。 
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7.  
 

 

画面下の「ルーティング」の場所にある、PlayBackMail Online への転送設定が保存され

ている行にございます「無効にする」をクリックし、 当設定を無効にします。 

8.  
 

 

「無効にする」をクリックしますと「ル

ーティング設定が更新されました」と表示

されます。 
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9.2. 配送経路を変更する（コンテンツコンプライアンス機能の設定） 

「転送機能」を無効としたうえで、「コンテンツコンプライアンス機能」にて、情報保護モードを利用し

たメールを PlayBackMail Online とは別経路にて配送を行う設定を実施します。 

 

 画面 作業 

1.   

 

Google Workspace アカウントのサイ

ンイン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 
 

Google Workspace アカウントのトッ

プ画面右上の「 」をクリックし、管

理のボタンをクリックします。 

https://accounts.google.com/
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3.  

 

「アプリ」のアイコンを選択します。 

4.  

 

「Google Workspace」を選択します。 

5.  

 

「Gmail」を選択します。 

6.  

 

「コンプライアンス」を選択します。 
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7.  

 

「コンテンツコンプライアンス」の横にある「設定」をクリックします。 

8.  
 

 
 

【設定を追加】の画面が表示されたら、

ルールの名前を入力します。 

  

「1.影響を受けるメール」の場所にある、 

 「送信」「内部 - 送信」の 2 つにチェッ

クを入れいます。 

9.  

 

【2. 各メッセージで検索するコンテンツ

を表す表現を追加する】の「次の一部がメ

ールに一致する場合」を選択し、「追加」を

クリックします。 
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10.  

 
 

 

 
 

【設定を追加】のプルダウンから「メタ

データの一致」 を選択します。 

【属性】では「Gmail 情報保護モード」

を選択し【一致タイプ】で「メールが 

Gmail 情報保護モードでない」を選択しま

す。 

設定しましたら、「保存」のボタンをクリ

ックします。 

11.  
 

 

【3. 上記の表現が一致する場合は、次の

処理を行います】にて、「メッセージを変

更」を選択します。 

12.  
 

 

「ルート - ルートを変更」のチェックを

入れ、転送ルールの追加で作成済みの、

PlayBackMail Online 用のルートを選択し

ます。 

ルート未作成の場合は、「3.すべてのアカ

ウントを PlayBackMail に連携する」の手

順 1～12 を参照し、作成してください。 

13.  
 

 
 

画面右下の「保存」のボタンをクリック

します。 

14.  
 

 

「コンテンツコンプライアンス設定が更新

されました」と表示されます。 
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9.3. 動作確認 

9.3.1. 情報保護モード非利用メールの配送確認 

Google Workspace より、情報保護モードを利用しない試験メール送信を行い、外部向けメールが

PlayBackMail Online を経由し送信されていることを確認します。  

 画面、作業 

1.  

 

PlayBackMail Online へのルーティング設定を行った Google Workspace アカウントから外

部アドレスに対してメールを送信します。 

2.  

 

送信後、PlayBackMail Online のユーザー画面へログインします。「保留中メール」の画

面に切り替えて先ほど送信したメールが保留されていれば、ルーティング設定は正しく行われ

ています。 
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9.3.2. 情報保護モード利用メールの配送確認 

Google Workspace にて情報保護モードを利用した試験メール送信を行い、メールが PlayBackMail 

Online を経由せずに送信されていることを確認します。  

 画面、作業 

1.  
 

 
 

情報保護モードを利用しメールを送信します。 

2.  
 

自動転送先にて受信したメールを確認します。（Micorosft Office Outlook 2016 の場合） 
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3.  
 

 

受信したメールのヘッダーを確認し、playbackmail.com のサーバーを経由していないこと

を確認してください。 

経由していないことは、以下の文字列が存在しないことで確認できます。 

playbackmail.com 

上記文字列が存在しない場合、本手順は正しく設定されております。 

 

※ヘッダーの確認方法（Microsoft Office Outlook 2016 の場合） 

ファイル 

―プロパティ 

 ―インターネットヘッダー 
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4.  
 

 

万が一上記文字列が存在する場合は、以下の可能性がございます。 

①上記設定が Google サーバーに反映されていない 

→30～60 分ほどお待ちいただき再度お試しください。 

②解決できない場合は、製品販売店へお問い合わせください。 
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9.4. 組織別に PlayBackMail Online を利用する 

組織別に PlayBackMail Online の利用を分ける場合は、以下の設定が必要となります。 

※親組織は PlayBackMail Online を利用せずに「情報保護モード」を使用、子組織は PlayBackMail 

Online を利用する想定の設定です。 

 画面 作業 

1.  

 

Google Workspace アカウント

のサインイン画面

（https://accounts.google.com/）

より、管理者アカウントにてサイ

ンインします。 

2.  

 

Google Workspace アカウント

のトップ画面右上の「 」を

クリックし、管理のボタンをクリ

ックします。 

3.   

 

管理コンソールへ移動し、画

面上部「Admin」左のボタンをク

リックします。 

https://accounts.google.com/
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4.  

 

メニューが表示されます。 

「ディレクトリ」にカーソルを

合わせ、「組織部門」をクリック

してください。 

5.  

 

組織部門の情報が表示されま

す。 

「組織部門の作成」をクリック

してください。 

6.   

 
 

「新しい組織部門を作成」の画

面が表示されます。「組織部門の

名前」、「説明」を入力し、「作

成」のボタンをクリックしてくだ

さい。 
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7.  

 

「子組織」が作成されました。 

8.   

 

子組織の設定を先に行います。 

管理コンソールへ移動し、「アプ

リ」を選択します。 

9.  

 

「Google Workspace」を選択

します。 

10.  

 

「Gmail」を選択します。 
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11.  

 

「ルーティング」を選択します。 

12.   

 

左画面に表示されている組織の内、設

定対象の組織を選択し、右画面の【ルー

ティング】までスクロールし、「設定」 

をクリックします。 

 

すでに設定されている場合は、「編集」 

または 「他にも追加」 をクリックしま

す。 

13.  

 

【設定を追加】 の画面が表示されたら、設定

を簡単に識別できるように、一意の名前を入力

します。 

ここでは「PBMO内部-外部転送」と入力しま

す。 
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14.  

 

【1.影響を受けるメール】の「送信」 

にチェックを入れます。 

15.  

 

【2.上記の種類のメッセージに対し、次

の処理を行う】 のドロップダウンリスト

の「メッセージを変更」 を選択してくだ

さい。 
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16.  

 

【ルート】の「ルートを変更」のチェ

ックボックスにチェックを入れ、転送ル

ールの追加で作成したルートを選択しま

す。 

最後に、「保存」 のボタンをクリック

します。 

17.  

 

「保存」のボタンをクリックしました

ら、「ルーティング設定が更新されまし

た」と表示されます。 

 

以上で転送の設定が完了しました。 
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10. 解約時、トライアル終了時の設定解除 

PlayBackMail Online トライアル終了時、解約の際に PlayBackMail Online の設定を削除します。 

 

 

 

 画面 作業 

1.  

 

Google Workspace アカウントのサイン

イン画面

（https://accounts.google.com/）より、

管理者アカウントにてサインインしま

す。 

2.  

 
 

Google Workspace アカウントのトップ

画面右上の「 」をクリックし、管理

のボタンをクリックします。 

https://accounts.google.com/
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3.  

 

管理コンソールへ移動し、「アプリ」を

選択します。 

4.  

 

「Google Workspace」を選択します。 

5.  

 
 

「Gmail」を選択します。 

 

6.  

 

「ルーティング」 を選択します。 

7.  

 

左画面に表示されている組織の内、設

定対象の組織を選択し、右画面の【ルー

ティング】までスクロールし、

PlayBackMail Online のために設定した

ルーティングのルールを表示させて「削

除」のボタンをクリックします。 

以上で、設定は削除されました。 
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8.  

 
 

「ルーティング」画面の左上の

「Gmail の設定」をクリックします。 

9.  

 
 

「ホスト」を選択します。 

10.  

 
 

ホスト一覧の下にある、スクロールバ

ーを右に移動します。 

「playbackmail.com」の「削除」をク

リックします。 

11.   

 

削除を行ったホスト名が削除され、「ホ

スト設定が更新されました」と表示され

ます。 

 

以上で、解約時の設定削除が完了いた

しました。 
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11. 設定解除後の送信テスト 

Google Workspace より試験メール送信を行い、外部向けメールが PlayBackMail Online を経由せずに、

送信されていることを確認します。 

 画面、作業 

1.  
 

 

PlayBackMail Online へのルーティング解除設定を行った Google Workspace アカウントか

ら外部アドレスに対してメールを送信します。 

2.  
 

 
 

送信後、PlayBackMail Online のユーザー画面へログインします。「保留中メール」の画

面に切り替えて先ほど送信したメールが保留されていない場合は、ルーティング解除設定

は正しく行われております。すでにメールが送信されている可能性がありますので、履歴

表示画面もご確認ください。 

※待機中のメール一覧画面、履歴画面で送信メールが確認出来た場合、ルーティング設

定が正しく解除されていない可能性がありますのでご確認ください。 
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